
か
よ
い
あ
う
コ
コ
ロ
。
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三田市議会
議会報編集委員会
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三田市携帯サイト

平成 22 年度予算を可決
未来に夢を描ける　
子育てしやすい三田へ（2面）
市民の皆さんの疑問
議員が質問します（4面）

さんだ
市議会だより

インターネットで三田市議会を見よう！
　三田市議会では、議会をできるだけ多くのみなさんにご覧いただけるよ
う、インターネット録画中継を5月1日から導入しました（3月定例会の内
容）。三田市ホームページから好きな時間に議会の議論を見ることができま
す。
　また、６月定例会からは、
議会のあった日の約１０日後
から議会の録画を配信しま
す。

少しでも議会を聞きやすく…
　本会議を傍聴に来られた
補聴器をつけている方から、
「議論が聞き取りにくい」との
アンケートを事務局にいただ
きました。そこで、補聴器などをつけている方に議会の議論を聞こえやすく
するための機器（磁気誘導ループ）を、ボランティアグループのご協力をい
ただき、議会本会議のある日にお借りして傍聴席に設置できることになり
ました。 （磁気誘導ループのしくみは６面）

議会を身近に
　このほか、会議録（冊子・インターネット）、声の議会だよりなどをご用
意しています。議会はみなさんの代表が議論する場所です。三田市で何が
問題になっているのか？ぜひ、さまざまな方法で議会を身近に感じてみてく
ださい。

・政務調査費の結果がまとまりました
・磁気誘導ループってなに？
・開かれた議会へ、議会改革検討委員会
・がんばってます。まちづくり基本条例委員会　　ほか

議会
トピックス

PICS
（6面）

平成22年3月定例会
2 月 28日から 3月 26日までの 32日間の会期で開きました。期間中
の本会議は 5日間、委員会は 10日間、92人の方に傍聴していただき
ました。

いい季節になりました
人のつながり、深めませんか

（青野ダム・小野公園）

ソイ（大豆油）インキ、古紙再生紙を使用しています。



平
成
22
年
度
の三田

市
予
算

市
民
生
活
重
視
の
積
極
型

　

22
年
度
の
三
田
市
の
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
企
業
会
計
予
算
の
合
計
は
、
６
５
２
億

5
千
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
、
１
・
７
％
減

少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
特
別
な
要
因
を

の
ぞ
く
と
２
・
３
％
の
増
額
と
な
り
ま
す
。
市

民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
関
係
す
る
と
こ
ろ

で
多
く
の
事
業
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
22

年
度
予
算
の
特
徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入（
市
税
）は
減
り
、

貯
金
も
取
り
崩
し

　

し
か
し
、
今
年
度
は
急
激
な
景
気
悪
化
の

影
響
を
受
け
、
個
人
所
得
の
減
少
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
市
税
は
前
年
度
予
算
と
比
べ

３
％
（
５
・
１
億
円
）
も
減
収
の
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
の
貯
金
（
財
政

調
整
基
金
）
を
６
億
９
千
万
円
取
り
崩
す
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

創
意
工
夫
で
財
源
を

　

景
気
回
復
が
見
え
な
い
な
か
、
さ
ら
に

収
入
が
落
ち
込
む
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
三
田
市
で
は
、
行
財
政
改
革
を
行
う
こ

と
で
、
財
源
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
22

年
度
予
算
で
は
、
職
員
の
数
を
減
ら
し
た

り
、
事
務
を
見
直
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

１
億
６
千
９
百
万
円
を
削
り
、
予
算
と
し
て

使
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
20
年
度
か
ら
22
年

度
の
3
年
間
で
、
12
億
円
の
財
源
を
行
財
政

改
革
に
よ
り
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

予算規模の移り変わり
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新
年
度
予
算
に
た
く
す

  

三
田
の
未
来

市民生活重視とされた予算ですが、市民の皆さん
のくらしに届くのか、議長をのぞく23人の議員が
市長（左）に聞きました。

特 集

景
気
回
復
も
定
か
で
な
く
、
環
境
問
題
や
少
子
高
齢
化
な
ど

多
く
の
問
題
を
か
か
え
る
日
本
。

で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
、
現
実
を
し
っ
か
り
と
ら
え
、

す
す
ん
で
行
動
す
る
三
田
市
で
あ
り
た
い
。

と
り
わ
け
、
家
族
や
地
域
の
き
ず
な
が
弱
く
な
っ
て
い
る
今
、

「
共
に
生
き
、
共
に
支
え
合
い
、
共
に
歩
む
」

人
が
中
心
の
ま
ち
三
田
を
つ
く
り
た
い
…
。

こ
ん
な
願
い
を
こ
め
た
平
成
22
年
度
予
算
が
、
市
長
か
ら
議

会
（
３
月
定
例
会
）
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

未来につなぐ三
田 

地域子育て創生事業（夜間・休日の子育て相談、子育て情報ひろば設置など）
 2,610 万円
認可外保育施設の支援 320万円
子ども手当（子ども１人月13,000 円） 21億 4,500 万円
妊婦健診の助成（14回の健診に７万円を上限に助成） 5,200 万円
子ども学力調査（全国学力テストの全児童実施）　　  　　 320 万円 など

　　乳幼児健診は、4か月、9か月、1歳6か月、3歳の4回行っています。平成
20年度では、対象者3100人のうち、未受診の子どもは500人でした。この子ど
もたちの家庭には、市の保健師が家庭を訪問し、必要であれば支援します。ま
た、新年度から休日や夜間にも子育て相談窓口を開設するなど、こども課の子育
て支援体制をさらに充実します。

　　乳幼児健診を受けていない子どもの数はつかんでいます
か？また、未受診の子どもへの対応について、虐待防止の観
点から対応は考えていますか？

議員がきく
Q

A 　　抽出制では、小学校は11％、中学校は15％の児童・生徒でしか
調査が行えません。全国学力調査は生徒・児童の学力の状況をよく判
断できるため、三田市では対象学年の全員の調査を行いたいと考えて
います。調査結果をもとに、各学校ごとの課題や問題点を洗い出し、
学校ごとに学力向上改善プランを作成。授業内容の改善を図ります。

　　子ども学力調査について、国が全国学力調査
を抽出制にしたのに、どうして三田市では全児童を
対象に調査するのですか？結果の利用方法は？

議員がきく
Q

A

子育て・教育

子育てに夢を…

　　コンビニで市税の支払いができる「コンビニ収納」。便
利になっていいのですが、4,000万円をかけるだけの効果
があるのでしょうか？

議員がきく
Q

　　他市の状況をみると、コンビニ収納は金融機関が閉まっている時間帯の利
用が64％に達しています。時間がない方への利便性が高まることで、市役所か
ら督促する件数も減り、経費節減につながります。特にコンビニは全国にある
ので、転出された方の収納率が高まります。

A

①市民のみなさんが主役のまちづくり
　まちづくり基本条例の検討  280 万円
　自治会への加入促進事業 30万円　など
②責任ある改革
　行財政改革の推進
　市税のコンビニ収納の導入 4,000 万円　など

基本の施策
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　国民健康保険会計に一般会計からお金を繰
り入れて、保険料の値上げをしないことや、
ヒブワクチンの接種補助などが計上されてい

ることは評価します。しかし、４千万円を投資する「コンビ
ニ収納」は十分な効果が期待できません。小学生・中学生の
全国学力調査についても国が抽出制に変更しています。学力
調査の費用を教育の充実に使っていくべきです。

反 対
　市の厳しい財政環境の中、行財政改革や基金
の取り崩しなどで工夫して財源を生み出し、財
政の健全化と市民生活を重視した「きめ細やか

な施策」を打ち出されていることは大変評価します。22年度予算
は前年度と比べ減額となっているものの、特別要因を除けば、「元
気な三田」に向けた施策重視の積極型の予算であり、景気が落ち
込み市民生活が厳しいときに的確な予算です。

賛 成

22年度予算、
議論の結果は？

ごみ減量化・資源化計画の実施 240万円
全市域の古紙回収 1,380 万円
資源ごみ集団回収運動の支援 3,630 万円
公園照明の LED 化 910 万円
景観形成の取組み　　　　　　　 450万円 など

　　ごみ収集について、古紙回
収業務をシルバー人材センター
へ随意契約で委託したり、市直営

ごみ収集について１車あたり３人体制で行ったりす
るなど、コスト意識が低いと思います。

議員がきく
Q

　　シルバー人材センターに古紙回収をお願いし
ているのは、高齢者雇用のための福祉施策です。ま
た、ごみ収集を委託して行っている地域と違って、
市直営でごみ収集を行っている地域は、郡部や市街
地など道が狭く安全確保の人員が必要な地域です。
そのため3人体制としています。

A

環境にやさしい
三田

もっと好きになる
三田

環　境

うるおいとやす
らぎ…

まちの魅力アッ
プ…

観光案内所（総合案内所）の移転 2,380万円
三田市のPR映像を作成 620万円
川本幸民生誕200年事業　　　　 500万円 など

　　企業に働きかけた結果、１社に手をあげていた
だき、「幸民ビール」をつくってもらえることにな
りました。22年度は試飲会などをして三田市のPRに
大いに役立てていきたいと考えています。

〔川本幸民については、5面の用語解説参照〕

　　三田が生んだ日本の化学
の始祖、川本幸民。今年は生誕
200年にあたります。三田の魅

力とふるさと意識を高めるためには絶好の機会で
す。川本幸民はビールを日本ではじめてつくった人
物ですので、地ビールをつくり、三田をPRしては？

議員がきく
Q

A

5
0

10
15
20
25

(単位：万円)

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

支払った国保税医療に要した金額

国民健康保健の一人あたりの金額

　　三田市の国民健康保険会計は危機的状況にあります。新年
度から4年間、一般会計から支援して、市民負担を増やさない
ことは大変評価しています。しかし将来、国民健康保険会計を

どのように改善しようと考えていますか？

議員がきく
Q

　　国民健康保険の加入者は、高齢者と低
所得者が多く、国保制度自体に赤字になる要
因があります。本来であれば、公平な医療や
介護が受けられるよう、社会保障は国が担当
すべきです。今後は県単位で国民健康保険
をまとめる方向が望ましいと考えています。

A

　　市民病院のスタッフが増えてきつつあるとはいえ、まだ
まだ医師や看護師不足により人工透析や病棟など患者さんに
とって不便です。新年度の見通しは？

議員がきく
Q

　　市民病院の医療の向上や経営安定のためには、医師・看護師を充実しなけれ
ばなりません。さいわい医師は市民病院はじまって以来最高の50名を確保するこ
とができ、看護師も看護学校との提携で、確保できる見通しです。
また、今年の４月から新たに５名の医師を確保できました。

A

市民病院の経営支援 17億 8,300 万円
地域ふれあい活動の推進（小野・高平地域の地域福祉支援室など）
 4,260 万円
国民健康保険会計の健全化　 １億 6,800 万円
予防接種を充実（ヒブ・肺炎球菌ワクチン） 350万円
消防東分署 (市北東部の救急体制を強化）　2億　540万円 など

安心の
まち三田

安心・安全

助け合い・支え
合い…

まちのPR

駅前駐車場 1階から、JR
三田駅前デッキ（写真）
上へ観光案内所が移転 !

　平成 22年度予算案は、予算特別委員会で審査したあと、３月定例会最終日（3月 26日）において議論しました。３人の
議員から、予算案の福祉・雇用対策が不十分であるとして、市長に予算案を組み替えるよう求める議案が提出されました。そ
のあと、表決した結果、予算の組替えを求める議案は否決、22年度一般会計予算、後期高齢者医療保険事業会計予算は賛
成多数で、その他の予算７件については全員の賛成で可決しました。
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議 員 の 問質
議員は、議会の本会議で、市政についての疑問点や
将来の方針を幅広く質問します。
3月定例会では、10人の議員が質問にたちました。

 　

 

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
あ
る
都
市
の
宿

命
で
あ
る
急
速
な
高
齢
化
・
少
子
化
。

ど
の
よ
う
に
活
力
あ
る
三
田
を
維
持

し
て
い
き
ま
す
か
？

　

 

高
齢
化
が
す
す
む
こ
と
で
、
暮
ら

し
や
す
さ
を
求
め
て
人
口
が
都
心
回

帰
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
三
田
市

で
も
、
ず
っ
と
三
田
に
住
み
続
け
て

い
た
だ
く
こ
と
、
そ
し
て
新
た
に
三

田
に
移
り
住
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の

施
策
を
積
極
的
に
進
め
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
の
活
力
と

そ
の
豊
か
な
経
験
を
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
、
地
域
で
活
動
で
き
る
場
づ
く

り
。
そ
し
て
、
若
い
世
代
が
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
、
三
田
で
働
い

て
い
け
る
環
境
づ
く
り
が
、
こ
れ
か

ら
の
三
田
の
発
展
の
た
め
に
必
要
で

す
。

　

次
の
第

※

４
次
総
合
計
画
で
は
、
少

な
く
と
も
10
年
後
の
三
田
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
ら
か
に
し
、
ま
ち
の
ブ
ラ
ン

ド
を
高
め
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
ま
ち

に
し
て
い
き
ま
す
。

※
総
合
計
画
と
は
、
地
方
自
治
体
の

地
域
づ
く
り
の
基
本
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
計
画
の
こ
と
。
長
期
的
な
展
望

の
も
と
で
計
画
的
な
市
の
方
針
が
定

め
ら
れ
ま
す
。
三
田
市
で
は
、
平
成

24
年
か
ら
新
た
な
第
４
次
総
合
計
画

の
実
施
期
間
に
入
り
ま
す
。

　

 
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で

の
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
？

　

 

少
子
高
齢
化
が
す
す
み
、
本
格
的

な
人
口
減
少
社
会
が
は
じ
ま
る
な
か

で
、
三
田
市
だ
け
が
若
い
世
代
を
増

や
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

今
後
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が

高
齢
化
を
迎
え
ま
す
。
元
気
な
高
齢

者
の
み
な
さ
ん
が
三
田
の
ま
ち
づ
く

り
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
き
な
市
民
力
が
三

田
の
強
み
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
と
し
て
、
活
躍
の
場
所
と
機

会
を
提
供
し
て
い
く
た
め
の
施
策
を

積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　

 

市
の
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
現
在
、

市
の
職
員
が
行
っ
て
い
る
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
・
環
境
セ
ン
タ
ー
の
収
集

業
務
を
民
間
委
託
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
今
後
の
取
組
み
は
？

　

 

市
の
職
員
が
直
接
収
集
を
担
当
し

て
い
る
の
は
、
収
集
効
率
の
悪
い
郡

部
や
旧
市
街
地
で
す
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
地
区
は
民
間
に
収
集
を
委
託
し
て

ま
ち
づ
く
り

　
　

あ
な
た
が
主
役
で
す

効
率
的
な
ご
み
収
集
体
制
を

確
立
す
べ
き
！

Q

QA

い
ま
す
。

　

ご
み
収
集
の
維
持
・
安
定
な
ど
か

ら
、
収
集
業
務
の
す
べ
て
を
委
託
化

す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、今
後
は
、委
託
範
囲
を
広
げ
、

市
全
体
の
職
員
定
数
の
見
直
し
を
す

す
め
ま
す
。
収
集
担
当
職
員
に
つ
い

て
は
、
業
務
の
転
換
な
ど
も
含
め
て

考
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
民
間
に
委
託
し
て

い
る
ご
み
収
集
業
務
は
、
競
争
入
札

を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
度
か
ら

入
札
実
施
に
向
け
て
公
募
作
業
を
は

じ
め
、
来
年
度
か
ら
一
部
で
入
札
を

試
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

 

今
年
度
に
市
財
政
か
ら
約
18
億
円

を
市
民
病
院
に
支
出
す
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
市
民
病
院
の
経
営
努
力
も

必
要
で
す
。
未
収
金
の
収
納
向
上
対

策
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
ま
す

か
？

　

 

平
成
16
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の

過
去
５
年
間
の
未
収
金
は
、
年
間
約

３
０
０
万
円
程
度
で
す
。
収
納
対
策

と
し
て
、
入
退
院
コ
ー
ナ
ー
で
高
額

医
療
費
制
度
、
社
会
保
障
制
度
に
つ

い
て
の
情
報
を
説
明
し
た
り
、
分
割

払
い
な
ど
の
相
談
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

未
収
金
は
発
生
時
点
で
督
促
し
、

次
に
電
話
や
文
書
、
面
談
、
定
期
的

な
個
別
訪
問
に
よ
る
収
納
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
悪
質
な
ケ
ー
ス
は
、
小
額

訴
訟
な
ど
の
法
的
な
手
続
き
を
と
る

な
ど
収
納
強
化
を
図
り
ま
す
。

市
民
病
院
の未

収
金
対
策
は
？

QA

住
み
続
け
た
い
「
ま
ち
」

　

 

　

 

市
民
検
討
会
議
、
議
会
、
市
役
所

行
政
の
三
者
で
条
例
の
議
論
を
し
て

い
ま
す
が
、
理
念
の
違
い
を
ど
う
調
整

し
ま
す
か
。
ま
た
、
職
員
に
ど
の
よ
う

に
こ
の
条
例
を
根
付
か
せ
て
い
き
ま

す
か
？　

　

 

市
民
、
議
会
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
考
え
で
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
さ
ら
に
三
者
に
よ
る
議
論
を
通

じ
て
、
条
例
を
つ
く
り
あ
げ
る
過
程
と

結
果
こ
そ
が
重
要
で
す
。
率
直
に
意

見
を
交
換
し
、
あ
る
べ
き
条
例
の
姿
を

見
い
だ
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
条
例
の
実
効
性
を
高
め
る

に
は
、
ま
ず
、
市
役
所
の
す
べ
て
の

職
員
が
条
例
の
内
容
を
十
分
に
理
解

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
市
役
所
行

政
と
し
て
の
条
例
検
討
で
は
、
職
員

か
ら
広
く
意
見
を
聞
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

※
市
民
の
み
な
さ
ん
の
自
治
に
基
づ

く
ま
ち
づ
く
り
の
原
則
・
し
く
み
を

定
め
る
条
例
の
こ
と
。

　

 

路
線
バ
ス
が
不
便
な
地
域
が
あ
り
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
便
利
な

コ

※

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ

と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

コ
ミ
バ
ス
の
導
入
に
は
、
み
な
さ
ん

の
生
活
や
公
共
交
通
へ
の
要
望
を
十

分
に
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
取
組
み
は
し
て
い
ま
す
か
？

　

 

市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
交
通
の

あ
り
方
を
話
し
合
う
検
討
委
員
会
で

は
、
現
在
の
路
線
バ
ス
の
問
題
や
高

齢
の
方
の
自
動
車
運
転
の
現
状
な
ど
、

幅
広
く
議
論
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
み
な
さ
ん
の
平
日
の

外
出
目
的
や
今
の
公
共
交
通
の
利
便

性
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
市
の
財

政
負
担
な
ど
を
考
え
な
が
ら
、
地
域
の

み
な
さ
ん
と
事
業
者
と
の
協
働
に
よ

る
新
し
い
生
活
交
通
を
つ
く
る
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
地
域
に
密

着
し
、
地
域

の
み
な
さ
ん

の
利
便
性
向

上
を
目
的
に

し
た
バ
ス
。

公
共
交
通

の
空
白
地
な

ど
を
運
行
す

る
形
態
が
典

型
的
。

　

 

農
業
の
現
状
が
苦
し
い
今
、
市
の

農
業
施
策
は
農
業
者
の
立
場
に
立
ち
、

農
業
に
「
夢
」
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
す
。
市
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

　

 

三
田
市
農
業
の
状
況
は
、「
農
業
者

の
世
代
交
代
、
農
地
の
保
全
、
食
の

安
全
安
心
」
な
ど
、
課
題
が
山
積
み

で
す
。
し
か
し
、三
田
の
農
業
を
守
り
、

活
か
す
に
は
地

※

産
地
消
を
さ
ら
に
拡

大
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲
・
兵
庫
県
と
「
農

業
戦
略
会
議
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
は
、
就
農
を
希
望
す
る

方
へ
の
支
援
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
身
近
な
取
組
み
と
し
て
、「
三

田
米
」
の
消
費
拡
大
の
た
め
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
製
作
や
米
粉
の
活
用
な
ど

を
進
め
ま
す
。

※
地
元
で
採
れ
た
農
産
物
を
地
元
で

消
費
す
る
こ
と
。

三
田
の
農
業
に
夢
を
！

み
な
さ
ん
が
望
む

コ
ミ
バ
ス
に
す
る
に
は
？

Q

QA

み
ん
な
で
つ
く
る
三
田

ま

※

ち
づ
く
り（
自
治
）基
本
条
例

QAA

誇
れ
る
「
ま
ち
」

三
田
市
の
未
来
像
は
？

QAA

自治会が運行するコミュニティバス（丹波市
鴨庄自治会）

5月の三田

会議録の冊子は市立図書館、市役所議会事務局でご覧になれます。
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質問議員 （質問順）　

家代岡桂子（創世会） 田中　一良（新政みらい） 美藤　和広（民主党三田）

平野　菅子（公明党） 長谷川美樹（日本共産党） 今北　義明（盟友会）

坂本　三郎（無会派） 笠谷　圭司（創世会） 松岡　信生（公明党）

中田　初美（日本共産党）

い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る「
ま
ち
」

　

 

新
年
度
予
算
で
教
室
に
扇
風
機
が

つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

小
学
校
か
ら
で
は
な
く
中
学
校
か
ら

設
置
す
る
計
画
と
聞
き
ま
す
。
そ
の

理
由
は
？　

　

 

小
学
校
に
比
べ
て
中
学
校
は
、
授

業
日
数
が
多
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
夏

休
み
中
に
も
学
力
補
充
に
取
り
組
む

学
校
が
多
く
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

新
年
度
は
中
学
校
か
ら
先
行
し
て
扇

風
機
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

来
年
、
23
年
度
に
つ
い
て
は
小
学
校

の
３
分
の
２
の
教
室
に
、
24
年
度
で

は
小
学
校
の
残
り
３
分
の
１
の
教
室

と
幼
稚
園
の
す
べ
て
の
保
育
室
に
扇

風
機
を
設
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

 

日
本
語
に
不
慣
れ
な
外
国
籍
の
子

ど
も
に
は
、
学
校
に
お
い
て
も
支
援

が
必
要
で
す
。
県
で
は
、
す
で
に
こ

う
し
た
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、

三
田
市
で
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

か
？

　

 

現
在
、
県
が
行
う
「
子
ど
も
多
文

化
共
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
、
市
が
行

う
「
外
国
人
語
学
指
導
員
」
を
必
要

の
あ
る
学
校
に
配
置
し
て
、
支
援
体

制
の
充
実
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
支

援
内
容
は
毎
日
の
学
習
支
援
や
、
日

本
語
指
導
、
母
国
語
で
話
す
こ
と
に

よ
る
生
徒
の
心

の
ケ
ア
な
ど
で

す
。
平
成
21
年

度
は
、
市
内
の

中
学
生
1
名
が

こ
の
制
度
を
利

用
し
ま
し
た
。

　

 

子
育
て
に
不
安
を
感
じ
る
保
護
者

が
増
え
て
い
ま
す
。
指
導
員
が
赤
ち
ゃ

ん
の
自
宅
に
訪
問
し
た
り
、
保
護
者

同
士
の
仲
間
づ
く
り
を
支
援
し
た
り

す
る
な
ど
積
極
的
な
施
策
を
実
施
す

べ
き
で
す
。

　

 
も
っ
と
も
支
援
が
必
要
な
出
産
後

す
ぐ
の
時
期
や
、
そ
の
前
後
の
育
児
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
不
安
や
負
担
を

感
じ
て
い
る
保
護
者
が
確
実
に
専
門
機

関
の
支
援
や
相
談
に
出
会
え
る
よ
う
、

子
育
て
支
援
の
情
報
の
お
知
ら
せ
に
力

を
入
れ
る
こ
と
や
、
相
談
支
援
体
制
を

充
実
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
新
年
度
か
ら
生
後
４
か

月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
す
べ
て
の

家
庭
へ
「
赤
ち
ゃ
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が

訪
問
し
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
や
保
育
園
が
子
育

て
相
談
や
園
庭
開
放
を
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
同
士
の
仲
間
づ
く
り
や
子
育

て
支
援
を
す
る
「
地
域
子
育
て
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
」
に
つ
い
て
も
、
実
施
す

る
園
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　

 

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点

で
の
相
談
事
業
の
具
体
的
な
内
容
と
、

家
庭
児
童
相
談
室
の
関
係
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。　

　

 

市
の
次
世
代
育
成
支
援
計
画
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１
つ
で
あ
る
「
子

育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
」
を

図
る
た
め
、
多
世
代
交
流
館
に
「（
仮

称
）
子
育
て
情
報
ひ
ろ
ば
」
を
設
置
し
、

子
育
て
情
報
の
発
信
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
全
般
に
わ
た
る
相

談
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
、
家
庭
児
童
相

談
室
と
連
携
し
な
が
ら
相
談
支
援
体

制
を
充
実
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！
赤
ち
ゃ
ん

児
童
虐
待
防
止
の
取
組
み
は

外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
に

学
び
や
す
い
環
境
を

Q

QQ AA

涼
し
く
な
る
ね
。
学
校
教
室

QAA

子
ど
も
た
ち
の
「
ま
ち
」

　

 

乳
幼
児
に
多
い
細
菌
性
髄
膜
（
ず

い
ま
く
）
炎
の
予
防
に
効
果
が
高
い

「
ヒ

※

ブ
ワ
ク
チ
ン
」
の
接
種
費
用
を
市

が
助
成
し
て
は
ど
う
で
す
か
？

　

 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は
、
乳
幼
児
の
命

を
守
り
、
す
こ
や
か
な
育
ち
に
役
立

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
田
市
で
は
、

新
年
度
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用

を
助
成
す
る
予
定
で
す
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
保
護
者
の
所
得
制
限
は

設
け
ず
、
対
象
は
満
２
か
月
以
上
５

歳
未
満
の
乳
幼
児
で
、
助
成
金
額
は

接
種
費
用
の
２
分
の
１
、
上
限
額
を

４
０
０
０
円
、
助
成
回
数
は
、
接
種

を
開
始
し
た
月
齢
に
応
じ
て
、
4
回

ま
で
と
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児

健
診
の
時
や
市
広
報
紙
な
ど
で
広
く

市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、

乳
幼
児
の
す
こ
や
か
な
育
ち
を
応
援

し
て
い
き
ま
す
。

※
ヒ
ブ
は
、
肺
炎
・
敗
血
症
な
ど
を

引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
。
な
か
で
も

重
い
感
染
症
が
ヒ
ブ
に
よ
る
細
菌
性

髄
膜
（
ず
い
ま
く
）
炎
で
す
。

　

 

若
い
女
性
の
発
症
率
が
増
え
て
い

る
「
子
宮
頸
（
け
い
）
が
ん
」
に
予
防

効
果
が
あ
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用

を
市
が
助
成
し
て
は
ど
う
で
す
か
？

　
 

現
在
、
市
で
は
子
宮
頸
が
ん
検
診

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
配
り
し
、

20
、
25
、
30
、
35
、
40
歳
の
女
性
を

中
心
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
を

積
極
的
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
宮
頸
が
ん
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
っ
て
予
防
で
き
る
唯
一
の
が

ん
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、

他
の
自
治
体
の
費
用
助
成
の
実
施
状

況
な
ど
を
調
査
し
、
検
討
し
ま
す
。

　

 

思
わ
ぬ
病
気
や
事
故
で
急
性
期
の

医
療
を
受
け
た
後
、
社
会
復
帰
す
る

に
は
リ
ハ
ビ
リ
環
境
が
整
っ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
三
田

市
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
充

実
を
ど
う
考
え
ま
す
か
？

　

 

病
気
や
事
故
に
見
ま
わ
れ
た
方
が
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
が
続
け
ら

れ
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
病
気
や
事

故
の
急
性
期
か
ら
回
復
期
を
へ
て
、

維
持
期
へ
と
う
つ
る
た
め
に
は
、
適

切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続

的
に
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
で
は
、
介
護

や
機
能
訓
練
（
リ
ハ
ビ
リ
）
な
ど
の

必
要
な
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、

理
学
療
法
士
な
ど
が
訪
問
し
機
能
訓

練
を
行
う
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
介
護
老
人
保
健
施
設
や

病
院
に
お
い
て
も
通
所
に
よ
り
機
能

訓
練
を
受
け
る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

 

要
介
護
認
定
者
や
そ
の
家
族
へ

「
障
害
者
控
除
」
が
適
用
で
き
る
こ
と

を
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
通
じ
て
、
も
っ

と
周
知
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

　

 

介
護
保
険
料
納
付
確
認
書
や
市
広

報
紙
に
よ
り
、
要
介
護
認
定
者
に
対

す
る
所
得
税
な
ど
の
障
害
者
控
除
の

周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
高
齢

福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
へ
の
掲
載
を
検

討
し
ま
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
要
介

護
認
定
者
と
関
わ
る
機
会
が
多
い
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
は
、
研
修
会
な
ど

で
、
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

 

今
年
は
、三
田
出
身
の
蘭
学
者
「
川

本
幸
民
」
の
生
誕
２
０
０
年
記
念
の

年
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

事
業
を
来
年
度
以
降
も
続
け
て
い
け

ま
せ
ん
か
？

　

 

２
０
０
年
記
念
事
業
と
し
て
、
幸

民
ま
つ
り
や
幸
民
検
定
、
幸
民
に
学

ぶ
子
ど
も
理
科
学
実
験
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
市
民
活
動
団
体
と
と
も
に
企

画
・
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
川
本
幸
民
を
育
て
た
三
田

藩
「
九
鬼
氏
」
と
い
う
歴
史
的
な
共

通
ル
ー
ツ
を
も
つ
三
重
県
鳥
羽
市
と
、

行
政
間
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
み
な

さ
ん
同
士
の
幅
広
い
相
互
交
流
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
関
西
学
院
大
学
理
工
学
部
と

連
携
し
て
、「
さ
ん
だ
川
本
幸
民
記
念

賞
」
の
創
設
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※
幕
末
・
明
治
維
新
期
の
蘭
学
者
。

物
理
・
化
学
に
精
通
し
、
日
本
の
科

学
の
発
展
に
貢
献
。
マ
ッ
チ
、
銀
板

写
真
な
ど
も
試
作
し
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
で
初
め
て
ビ
ー
ル
を
醸
造
し
、

東
京
浅
草
で
試
飲
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
社
会
復
帰
へ

　

リ
ハ
ビ
リ
環
境
の
充
実

障
害
者
控
除
の
利
用
促
進

川

※

本
幸
民
生
誕
２
０
０
年
事
業

Q

Q

Q A

A

A

子
ど
も
た
ち
の
命
を
救
う

ワ
ク
チ
ン

女
性
を
救
う
ワ
ク
チ
ン

QQ AA

川本幸民（1810 ー1871）

※3月定例会時の会派で表示しています。

ー 会議録検索システムで、質問、答弁の全てをご覧いただけます ー
一般質問の詳しい情報はこちらへ　　　ホームページ http://www.city.sanda.lg.jp
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議会
トピックス

PICS

第305回（3月） 定例会 議案の審議結果 議員数は24名。議長は表決に加わらないため、表決に参加した議員数は23名です。
（○…賛成　×…反対）

件　　　　　名

市 長 提 出 議 案

議 員 提 出 議 案

請　　　 願

陳　　　 情

会　　　　　派

議決結果

可決
賛成20・反対3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

否決
賛成3・反対20 × × × ○ × × ×

可決
賛成16・反対7 ○ ○ ○ × ○

○ ○ ○ × ○採択
賛成16・反対7

賛成 3
反対 4

賛成 3
反対 4

賛成 3
反対 1

賛成 3
反対 1

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

創世会 公明党 共産党 民主党 盟友会 無会派新  政
みらい

議決結果 創世会 公明党 共産党 民主党 盟友会 無会派新  政
みらい

議決結果 創世会 公明党 共産党 民主党 盟友会 無会派新  政
みらい

三田市商工会への支援要望（都市環境）／兵庫県商工会への支援要望（都市環境）／記者クラブに関する陳情書（企画総務）／政党交付金の凍結及び国会請願に関する陳情書（企画総務）／
校舎等耐震化の工事費及び現場の意識改革に関する陳情書（生活文教）／細菌性髄膜炎ワクチン（ヒブワクチン）の公費助成を求める陳情書（生活文教）／永住外国人住民の地方自治体参政
権に関する陳情書（企画総務） (　)は審査した委員会。陳情は委員会審査のみ行っており、採択・不採択などの結果は出していません

取り調べの可視化など刑事訴訟法の改正を要請する意見提出を求める請願書

平成22年度　一般会計予算／後期高齢者医療事業特別会計予算

教育委員会委員の任命

平成22年度　国民健康保険事業特別会計予算／農業共済事業特別会計予算／下水道事業特別会計補正予算（第2号）／老人保健医療事業特別会計予算／公営
墓地整備事業特別会計予算／駐車場事業特別会計予算／介護保険事業特別会計予算／市民病院事業会計予算／水道事業会計予算
平成21年度　一般会計補正予算（第７号）／国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）／農業共済事業特別会計補正予算（第1号）／下水道事業特別会計補
正予算（第２号）／老人保健医療事業特別会計補正予算（第３号）／公営墓地整備事業特別会計補正予算（第１号）／駐車場事業特別会計補正予算（第２号）／介護
保険事業特別会計補正予算（第３号）／後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号）／市民病院事業会計補正予算（第５号）／水道事業会計補正予算（第２号）

公民館条例等の一部を改正する条例／手数料条例の一部を改正する条例／附属機関の設置に関する条例の一部を改正する
条例／国民健康保険税条例の一部を改正する条例／福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例／農業共済条例
の一部を改正する条例／道路占用料徴収条例の一部を改正する条例／自転車等駐車場の設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例／藍本駅前駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例／都市公園条例の一部を改正する条
例／一般職の職員の給与に関する条例及び職員の勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例
市道路線の廃止／市道路線の認定／平成22年度水稲共済事業無事戻し／平成22年度農業共済事業事務費賦課総
額及び賦課単価／損害賠償の額の決定／売買代金等請求事件に係る訴訟上の和解

取り調べの可視化など刑事訴訟法の改正を求める意見書の提出

平成22年度一般会計予算につき撤回のうえ編成替えを求める動議

予

　算

条

　例

そ
の
他

委員会の活動

議会を見て ! 聞いて !
議員はどんな調査をした？

政務調査費の支出結果がご覧になれます
　４月１５日に平成 21年度の政務調査費の収支報告書
と領収書が各会派から議長に提出され、ご覧いただけ
るようになりました。政務調査費とは議員が市政に関
することを調査するために交付される費用です。三田市
議会では年間1人あたり54万円が交付されています。
　閲覧には、事前の手続は必要ありません。どなたで
もご覧になることができます。年末年始・土日祝日を除
く月曜から金曜日の午前９時から午後５時 30 分まで
の間に議会事務局でお願いします。

三田市のマスコット
「キッピー」

　ボランティアグループのご協
力をいただき、６月定例会から
「磁気誘導ループ」をお借りし、
傍聴席に設置します。この機
器は、電磁波の働きによって、
マイクを通した音声を補聴器
に送るはたらきをするもので
す。ただし、補聴器（人工内耳）
をされているすべての方の「聞こえ」に有効とはかぎりま
せんので、ご了承ください。

磁気誘導ループってなに？

　現在 24 名の議員定数は、いった
い何名が適当なのか。また、市民
のみなさんとともに市政を考えるこ
とができる議会のあり方とは…。三
田市議会の能力をさらに高めるた
めに、8人の委員で構成する「議会
改革検討委員会」を設置しました。
　４月から活発に議論しています。
傍聴もできますので、ぜひおこしく
ださい。

TEL：079-559-5162（直通）　FAX：079-564-2992　E-mail：gikai_u@city.sanda.jp

委  員  長 松岡　信生
副委員長 三木　圭恵
委　　員 笠谷　圭司
 森本　政直
 田中　一良
 野上　和雄
 城谷　恵治
 今北　義明

　週に１回のペースで、まちづくり（自
治）基本条例の検討をすすめてきた「ま
ちづくり基本条例検討特別委員会」。
これまでの議論で、委員の間には疑問
がふくらんでいました。そこで、神奈
川県を中心にご活躍されている、金井
恵里可 先生（文教大学准教授）をお
迎えして、アドバイスをいただきまし
た。先生とは平成 20年度に自治基本条例について講演をしていただいて以来、1年ぶ
りの再会です。活発に意見をかわし、疑問を解消することができました。

開かれた議会へ 議会改革検討委員会

みんなに読んでもらえる市議会だよりをつくります。ご意見・ご感想をお寄せください。

６
月
定
例
会
の
日
程

　

次
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
行
う
予
定
で

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

6
月
7
日　

本
会
議
第
１
日　

市
長
の
議
案
提
案
説
明

6
月
9
日　

正
午　

請
願
書
・
陳
情
書
し
め
き
り

6
月
16
日　

本
会
議
第
２
日　

議
員
に
よ
る
質
問

6
月
17
日　

本
会
議
第
３
日　

議
員
に
よ
る
質
問

6
月
21
日
〜
23
日　

常
任
委
員
会　

議
案
の
審
査

6
月
25
日　

本
会
議
第
４
日　

議
案
の
表
決

　

本
会
議
と
常
任
委
員
会
は
、
市
役
所
本
庁
舎
２

階
の
議
場
・
議
会
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

声
の
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
ま
す

　

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
、
議
会
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、「
声
の
議
会
だ
よ
り
」
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
議

会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。真　正　会 家代岡桂子・岡田　秀雄・北本　節代・関口　正人・森本　政直

公　明　党 平野　菅子・松岡　信生・藤原美津雄
自由民主党 前中　敏弘・酒井　一憲・笠谷　圭司
新政みらい 厚地　弘行・田中　一良・肥後　淳三
日本共産党 城谷　恵治・中田　初美・長谷川美樹
民主党三田 美藤　和広・野上　和雄・檜田　　充
盟　友　会 今北　義明・福田　秀章
無　会　派 坂本　三郎
無　会　派 三木　圭恵

会派構成が変わりました
　議員は、政策や政治信条ごとにグループをつくっています。それが「会
派」です。会派・創世会が解散し、４月１日付で真正会と自由民主党の2つ
の会派が結成。また、4月20日付で新政みらいが3名となりました。

議
会
か
ら
お
し
ら
せ
で
す

ループ
アンプ

補
聴
器

ループ
アンテナ

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

議論してます まちづくり基本条例
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